
二
一

は
じ
め
に

　
「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」（
以
下
、「
指
示
要
綱
」
と
略
）
は
、
昭
和
十
三
（
一
九�

三
八
）
年
十
月
に
、
児
童
向
け
読
物
全
般
の
国
家
統
制
を
目
的
と
し
て
、
内
務
省
警
保
局
図
書
課

（
以
下
、「
内
務
省
」
と
略
）
が
、
児
童
図
書
出
版
業
者
と
児
童
雑
誌
編
集
者
に
配
布
し
た
文
書
で

あ
る
。

　

日
中
戦
争
を
背
景
に
す
る
国
民
精
神
総
動
員
体
制
の
も
と
で
、
次
代
を
に
な
う
べ
き
子
ど
も
た

ち
に
届
け
ら
れ
る
す
べ
て
の
読
物
を
、国
家
の
意
図
に
よ
っ
て
統
制
し
よ
う
と
す
る
そ
の
企
て
は
、

当
時
の
児
童
文
学
界
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
児
童
文
化
全
体
に
対
す

る
国
家
統
制
、
す
な
わ
ち
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
の
日
本
少
国
民
文
化
協
会
設
立
へ

の
端
緒
を
開
い
た
も
の
と
し
て
、
児
童
文
学
史
な
ら
び
に
児
童
文
化
史
に
お
い
て
注
目
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
そ
の
よ
う
に
歴
史
的
意
義
が
認
め
ら
れ
て
き
た
「
指
示
要
綱
」
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
定
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
態
が
続
い
て
い
た
。

そ
れ
は
、
内
務
省
が
配
布
し
た
文
書
そ
の
も
の
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
と
、
さ
ら
に
そ
の

全
文
を
掲
載
し
た
、
当
時
の
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
な
ど
を
見
て
い
く
と
、
大
き
く
二
点
に
つ
い

て
表
記
の
揺
れ
が
存
在
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
一
点
は
そ
の
表
題
（
正
式
名
称
）
で
あ
り
、
も

う
一
点
は
そ
の
内
容
に
含
ま
れ
て
い
る
「
編
輯
上
ノ
注
意
事
項
」
に
見
ら
れ
る
一
つ
の
表
現
で
あ

る
（
具
体
的
に
は
後
述
す
る
）。

　

本
ノ
ー
ト
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
、
内
務
官
僚
と
し
て
「
指
示
要
綱
」
の
制
定
を
推
進
し
た
佐

伯
郁
郎
本
人
が
遺
し
た
文
書
（「
佐
伯
郁
郎
旧
蔵
資
料
」１
と
す
る
）
に
よ
り
、「
指
示
要
綱
」
の

テ
キ
ス
ト
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、『
兒
童
讀
物
改
善
ニ
關
ス
ル
指
示
要
綱
』

　
「
佐
伯
郁
郎
旧
蔵
資
料
」
の
中
に
、
関
係
者
に
配
布
さ
れ
た
「
指
示
要
綱
」
原
本
と
推
定
さ
れ

る
文
書
『
兒
童
讀
物
改
善
ニ
關
ス
ル
指
示
要
綱
』
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
村
山
龍
が
「
大
衆
の
〈
国
民
〉
化
に
影
響
を
与
え
た
戦
時
下
の
児
童
文
化
統
制
─
佐
伯
郁
郎
と

「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」
─
」２
に
お
い
て
、
そ
の
紹
介
な
ら
び
に
制
定
過
程
に
つ

い
て
詳
述
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
「
指
示
要
綱
」
全
文
の
ま
と
ま
っ
た
表
記
は
見
ら
れ
な
い
３
。

そ
こ
で
、
ま
ず
そ
の
原
本
と
推
定
さ
れ
る
文
書
の
全
文
を
、
各
頁
ご
と
に
、
そ
の
当
時
の
表
記
の

ま
ま
（
漢
字
は
ほ
ぼ
旧
字
体
）、
次
に
示
し
て
お
く
。
現
物
は
、
藁
半
紙
Ｂ
５
判
に
タ
イ
プ
印
刷

さ
れ
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、〔　

〕
内
は
、
便
宜
上
、
筆
者
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
〔
表
紙
〕

　
　

昭
和
十
三
年
十
月

　
　
　

兒
童
讀
物
改
善
ニ
關
ス
ル
指
示
要
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
務
省
警
保
局
圖
書
課

　
〔
１
頁
〕

　
　
　

廢
止
ス
ベ
キ
事
項

寄
　
　
稿

内
務
省
「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」
を
め
ぐ
っ
て

― 

佐
伯
郁
郎
旧
蔵
資
料
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
確
定 

―

浅 

岡
　
靖 

央



二
二

　
〔
２
頁
〕

一
、
活　

字

　
　

⑴�
六
號
及
ビ
八
ポ
イ
ン
ト
以
下
ノ
活
字
ノ
使
用
―
但
シ
幼
兒
向
ノ
モ
ノ
ニ
ア
リ
テ
ハ

十
二
ポ
イ
ン
ト
以
上
タ
ル
コ
ト

　
　

⑵
振
假
名
ノ
使
用
―
但
シ
特
殊
ノ
モ
ノ
、
固
有
名
詞
ハ
コ
ノ
限
リ
ニ
非
ズ

　
　
（
注
意
）

　
　
　

イ
右
ノ
廢
止
ニ
因
リ
行
間
ヲ
詰
メ
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ
ウ
注
意
ス
ル
コ
ト

　
　
　

ロ�

色
刷
ノ
上
ニ
印
刷
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
特
ニ
活
字
ノ
大
キ
サ
、
色
彩
ノ
配
合
ヲ

注
意
ス
ル
コ
ト

一
、
懸　

賞

　
　

何
等
實
質
的
内
容
ヲ
有
セ
ズ
、
專
ラ
營
業
政
策
上
ニ
利
用
セ
ル
モ
ノ

一
、
廣　

告

　
　

⑴
誇
大
ナ
ル
自
家
廣
告
ノ
掲
載

　
　

⑵
宮
家
献
上
又
ハ
御
買
上
ノ
記
事
ノ
掲
載

　
　

⑶
顧
問
、
賛
助
員
ノ
列
記

　
　

⑷
誇
大
ナ
ル
豫
告
ノ
掲
載

　
〔
３
頁
〕

　
　
　

イ
次
號
豫
告

　
　
　

ロ
連
載
豫
告　

等

一
、
附
錄
（
オ
マ
ケ
）―
―
但
シ
正
月
號
ヲ
除
ク

一
、
卑
猥
ナ
ル
挿
畫

一
、
卑
猥
俗
惡
ナ
ル
漫
畫
及
ビ
用
語
―
赤
本
漫
畫
及
ビ
コ
ノ
種
程
度
ノ
モ
ノ
一
切

一
、�

極
端
ニ
粗
惡
ナ
ル
繪
本
―
實
物
ト
餘
リ
ニ
カ
ケ
離
レ
タ
ル
モ
ノ
、
餘
リ
ニ
粗
惡
ナ
ル

色
彩
ノ
モ
ノ
等

一
、
内
容
ノ
野
卑
、
陰
慘
、
獵
奇
的
ニ
渉
ル
讀
物

一
、
過
度
ニ
感
傷
的
ナ
ル
モ
ノ
、
病
的
ナ
ル
モ
ノ

　
　

�

其
ノ
他
小
說
ノ
戀
愛
描
寫
ハ
囘
避
シ
、「
驅
け
落
ち
者
」
等
ノ
言
葉
ハ
少
年
少
女
ノ
小

說
ヨ
リ
排
ス
ル
コ
ト

　
〔
４
頁
〕

　
　
　

編
輯
上
ノ
注
意
事
項

　
〔
５
頁
〕

一
、
敎
訓
的
タ
ラ
ズ
シ
テ
敎
育
的
タ
ル
コ
ト

一
、
年
齢
ニ
依
リ
ソ
ノ
敎
化
及
用
語
ノ
程
度
ヲ
考
慮
ス
ル
コ
ト

　
　

⑴
五
、六
才
前
後
ノ
モ
ノ
…
イ
繪
ハ
極
メ
テ
健
全
ナ
ル
モ
ノ
タ
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ロ�

童
話
ハ
題
材
ヲ
自
然
ノ
凡
ユ
ル
モ
ノ
ニ
求
メ
テ
創
造
的

ニ
シ
テ
詩
情󠄁
豐
カ
ナ
ル
モ
ノ�

特
ニ
母
性
愛
ノ
現
ハ
レ
タ
ル
モ
ノ
タ
ル
コ
ト

　
　
　

十
才
以
上
ノ
モ
ノ
…
… �

將
來
ノ
人
格
ノ
基
礎
ガ
作
ラ
レ
ル
最
モ
大
切
ナ
ル
時
代
ナ

ル
ヲ
以
テ
、
敬
神
、
忠
孝
、
奉
仕
、
正
直
誠
實
、
謙
譲
、

勇
氣
、
愛
情
等
ノ
日
本
精
神
ノ
確
立
ニ
資
ス
ル
モ
ノ
タ
ル

コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

又
生
産
ノ
知
識
、
科
學
知
識
ヲ
輿
ヘ
ル
モ
ノ
ヲ
取
入
ル
ル

コ
ト

　
　

⑵
用
語
ハ
年
齢
ニ
從
ツ
テ
漢
字
ヲ
用
ヒ
、
敎
科
書
ノ
範
圍
ヲ
出
デ
ザ
ル
コ
ト

　
　
　

�

編
輯
ノ
單
純
化
ヲ
計
ル
コ
ト
―
例
ヘ
バ
活
字
ノ
配
合
、
色
彩
ノ
單
純
化
、
記
事
面

ト
廣
告
面
ノ
區
別
等

　
〔
６
頁
〕

一
、
掲
載
記
事
ニ
對
シ
テ
比
例
制
度
ヲ
確
立
ス
ル
コ
ト
―
漫
畫
、
小
說
、
記
事
等
ノ
割
合

一
、�
假
作
物
語
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
―
現
在
ノ
半
數
以
下
ニ
減
ジ
、
且
ツ
ソ
ノ
假
作
物
語
中

ノ
時
代
小
說
ノ
幾
篇
カ
ヲ
小
國
民
ノ
生
活
ニ
近
イ
物
語
又
ハ
日
本
國
民
史
ヨ
リ
ノ
建



二
三

　
　

�

設
的
ナ
ル
部
分
ニ
取
材
セ
ル
モ
ノ
ト
代
ヘ
又
冒
險
小
說
ノ
幾
篇
カ
ヲ
探
險
譚
、
發
見

譚
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
代
ヘ
ル
コ
ト
ヲ
考
慮
ス
ル
コ
ト

　
　

尚
コ
ノ
減
頁
ニ
依
ツ
テ
得
タ
ル
頁
ヲ
左
ノ
如
キ
記
事
ニ
充
ツ
ル
コ
ト

　
　
　

イ�
科
學
的
知
識
ニ
關
ス
ル
モ
ノ
―
從
來
ノ
自
然
科
學
ソ
ノ
モ
ノ
ヲ
誠
實
ニ
興
味
深

ク
述
ベ
タ
ル
モ
ノ
以
外
ニ
科
學
的
知
識
ヲ
啓
發
ス
ル
藝
術
作
品
ヲ
取
上
グ
ル
コ

ト
（
例
ヘ
バ
、
爆
彈
、
タ
ン
ク
、
飛
行
機
等
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
モ
、
ソ
レ
等

ノ
モ
ノ
ノ
持
ツ
機
能
ヤ
本
質
ニ
觸
レ
得
ル
テ
ー
マ
ノ
モ
ト
ニ
取
扱
フ
コ
ト
）

　
　
　
　
　

以
上
ノ
他
、
地
理
、
風
俗
等
ニ
關
ス
ル
モ
ノ
モ
取
入
ル
ル
コ
ト

　
　
　

ロ�

歷
史
的
知
識
ニ
關
ス
ル
モ
ノ
―
忠
臣
、
孝
子
、
節
婦
等
ノ
傳
記
モ
ノ
ハ
モ
ト
ヨ

リ
國
民
全
体
又
ハ
一
ツ
ノ
集
團
ノ
困
難
、
奮
闘
、
發
展
等
ヲ
叙
シ
タ
ル
モ

　
〔
７
頁
〕

　
　
　
　

ノ
、
卽
チ
國
民
史
的
記
事
ヲ
取
上
グ
ル
コ
ト

　
　
　

ハ�

古
典
ヲ
平
易
ニ
解
說
セ
ル
モ
ノ
ヲ
取
上
グ
ル
コ
ト
―
但
シ
兒
童
ノ
讀
物
ニ
適
ス

ル
モ
ノ
タ
ル
コ
ト

一
、
漫
畫
ノ
量
ヲ
減
ズ
ル
コ
ト
―
特
ニ
長
篇
漫
畫
ヲ
減
ズ
ル
コ
ト

一
、�

記
事
ハ
可
及
的
ニ
專
門
家
ヲ
動
員
ス
ル
コ
ト
―
科
學
記
事
ハ
科
學
者
ニ
、
基
礎
的
經

濟
思
想
（
經
濟
知
識
ニ
非
ズ
）
ハ
經
濟
學
者
、
實
業
家
ニ
等

一
、
華
美
ナ
ル
消󠄁
費
面
ノ
偏
重
ヲ
避
ケ
、
生
產
面
、
文
化
ノ
活
躍
面
ヲ
取
入
ル
ル
コ
ト

一
、
子
供
ノ
質
疑
ヲ
本
格
的
ニ
取
扱
ヒ
生
活
化
ス
ル
工
夫
ヲ
計
ル
コ
ト

一
、�

幼
年
雜
誌
及
ビ
繪
本
ニ
「
母
の
頁
」
ヲ
設
ケ
、「
讀
ま
せ
方
」「
讀
ん
だ
後
の
指
導
法
」

等
ヲ
解
說
ス
ル
コ
ト

一
、�

事
變
記
事
ノ
扱
ヒ
方
ハ
、
單
ニ
戰
爭
美
談
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
例
ヘ
バ
「
支
那
の
子
供
は

如
何
な
る
遊
び
を
す
る
か
」「
支
那
の
子
供
は
如
何
な
る
お
や
つ
を
喰
べ
る
か
」
等
支

那
ノ
子
供
ノ
生
活
ニ
關
ス
ル
モ
ノ
又
ハ
支
那
ノ
風
物
ニ
關
ス
ル
モ
ノ
等
子
供
ノ
關
心

ノ
對
象
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
取
上
ゲ
、
子
供
ニ
支
那
ニ
關
ス

　
〔
８
頁
〕

　
　

�

ル
知
識
ヲ
輿
ヘ
、
以
テ
日
支
ノ
提
携
ヲ
積
極
的
ニ
强
調
ス
ル
ヤ
ウ
取
計
ラ
フ
コ
ト
。

從
ツ
テ
皇
軍
ノ
勇
猛
果
敢
ナ
ル
コ
ト
ヲ
强
調
ス
ル
ノ
餘
リ
支
那
兵
ヲ
非
常
識
ニ
戯
畫

化
シ
、
或
ハ
敵
慨
心
ヲ
唆
ル
ノ
餘
リ
支
那
人
ヲ
侮
辱
ス
ル
所
謂
「
チ
ヤ
ン
コ
ロ
」
等

ニ
類
ス
ル
言
葉
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ハ
一
切
排
ス
ル
コ
ト

一
、
挿
畫
漫
畫
ニ
ハ
責
任
者
ノ
名
ヲ
明
記
ス
ル
コ
ト

　

�

以
上
ハ
子
供
雜
誌
ヲ
基
準
ト
シ
テ
立
案
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
、
單
行
本
、
漫
畫
專
門
雜
誌

等
ニ
就
テ
モ
右
ノ
方
針
ニ
準
ジ
テ
取
扱
フ
コ
ト

二
、
表
記
の
揺
れ
①
表
題
（
正
式
名
称
）

　
「
指
示
要
綱
」
の
表
題
（
正
式
名
称
）
に
つ
い
て
は
、
当
時
、「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示

要
綱
」
以
外
に
、「
編
輯
改
善
要
項
」「
児
童
読
物
取
締
要
項
」「
内
務
省
指
示
事
項
」「
児
童
読
物

改
善
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
と
い
っ
た
様
々
な
呼
称
が
見
ら
れ
た
。

　

そ
の
点
を
ふ
ま
え
て
筆
者
は
、
過
去
に
発
表
し
た
自
身
の
論
考
な
ら
び
に
著
作
の
す
べ
て
に
お

い
て
、
そ
も
そ
も
「
指
示
要
綱
」
に
は
一
定
の
表
題
が
提
示
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
と
し

た
上
で
、
滑
川
道
夫
に
よ
る
「
正
式
に
は
『
児
童
読
物
改
善
に
関
す
る
内
務
省
指
示
要�

綱
』」４
と
い
う
指
摘
に
従
っ
て
、「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
内
務
省
指
示
要
綱
」
と
表
記
し
て

き
た
５
。

　

し
か
し
、
前
述
し
た
村
山
龍
が
、
す
で
に
そ
の
論
考
に
お
い
て
、

表
紙
に
は
「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」
と
タ
イ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
名

称
が
内
務
省
で
決
定
さ
れ
た
正
式
名
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。６

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
表
題
（
正
式
名
称
）
は
、
表
紙
（
図
１
・
図
２
参
照
）
が
示
し
て
い

る
「
兒
童
讀
物
改
善
ニ
關
ス
ル
指
示
要
綱
」（
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
）
と
い
う
こ

と
に
な
る
。



二
四

〔
図
１
／
表
紙
〕

〔
図
２
／
表
紙
一
部
拡
大
〕

三
、
表
記
の
揺
れ
②
「
創
造
的
」
か
「
空
想
的
」
か

　
「
編
輯
上
ノ
注
意
事
項
」の
第
二
項
目
に
、子
ど
も
の
年
齢
に
よ
る
考
慮
を
求
め
た
箇
所
が
あ
り
、

そ
の
「
五
、六
才
前
後
ノ
モ
ノ
」
に
お
い
て
、

　
　

ロ
童
話
ハ
題
材
ヲ
自
然
ノ
凡
ユ
ル
モ
ノ
ニ
求
メ
テ
創
造
的
ニ
シ
テ
詩
情
豐
カ
ナ
ル
モ
ノ

と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
の
中
に
あ
る
「
創
造
的
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
資
料
の
中

で
は
「
空
想
的
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
さ
ら
に
こ
の
文
言
自
体
、「
指

示
要
綱
」
制
定
過
程
に
お
い
て
小
川
未
明
が
内
務
省
に
提
出
し
た
答
申
案
「
児
童
雑
誌
に
対
す
る

理
想
案
」
に
見
ら
れ
る
次
の
文
言
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。

童
話
は
材
を
自
然
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
ゝ
上
に
と
り
て
空
想
的
に
し
て
詩
情
豊
か
な
る
も�

の
。７

　

し
た
が
っ
て
、
筆
者
も
か
つ
て
「「
創
造
的
ニ
シ
テ
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、

小
川
の
答
申
案
か
ら
こ
の
箇
所
だ
け
が
何
ら
か
の
理
由
で
変
更
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
」８
と

し
て
、「
空
想
的
」
と
表
記
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
佐
伯
郁
郎
旧
蔵
資
料
の
文
書
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
に
「
創
造
的
」
と
な
っ
て

い
る
（
図
３
・
図
４
参
照
）。
佐
伯
郁
郎
自
身
も
、
当
時
発
表
し
た
文
章
で
は
「
創
造
的
」
と
し

て
お
り
９
、
こ
ち
ら
が
本
来
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
小
川
未
明
の
答
申
案
に
示
さ
れ
て�

い
た
「
空
想
的
」
が
、な
ぜ
そ
の
部
分
だ
け
「
創
造
的
」
に
替
え
ら
れ
た
の
か
、ま
た
、な
ぜ
「
空

想
的
」
と
し
て
世
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
れ
ら
の
理
由
は
今
と
な
っ
て
は
判
明
し
が
た�

い 

。
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〔
図
３
／
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〔
図
４
／
５
頁
一
部
拡
大

（
傍
線
は
筆
者
）〕



二
五

お
わ
り
に

　
「
佐
伯
郁
郎
旧
蔵
資
料
」
に
は
、
本
稿
で
扱
っ
た
原
本
『
兒
童
讀
物
改
善
ニ
關
ス
ル
指
示
要
綱
』

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
作
成
過
程
に
お
い
て
存
在
し
た
四
つ
の
案
文
を
は
じ
め
、
佐
伯
郁
郎
に
提

出
さ
れ
た
、
民
間
人
直
筆
の
答
申
案
な
ど
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
貴
重
な
資
料
が
多

数
含
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
中
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
霜
田
静
志
の
意
見
書
「
児
童
読
物
へ
の
希

望
」
の
存
在
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
村
山
龍
が
、
前
述
の
論
文
に
新
出
資
料
と
し
て

全
文
を
紹
介
し
た
上
で
詳
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
眼
目
は
、
こ
の
霜
田
の
意
見
書
に
「
教
訓
的
で

な
し
に
教
育
的
に
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
編
輯
上
ノ
注
意
事
項
」
の
冒
頭

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
敎
訓
的
タ
ラ
ズ
シ
テ
敎
育
的
タ
ル
コ
ト
」（
図
３
参
照
）
と
い
う
文
言
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
民
間
人
の
答
申
案
中
に
該
当
す
る
表
現
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
村
山
が
「
こ
れ
は
霜
田
の
意
見
書
の
反
映
だ
と
考
え
ら
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
そ

の
通
り
だ
と
思
う
。

　

新
た
な
資
料
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」の
作
成
過
程
、

そ
の
同
時
代
に
お
け
る
意
義
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
児
童
文
化
政
策
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
の
再

検
討
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

最
後
に
、
貴
重
な
資
料
を
保
存
さ
れ
て
い
た
故
佐
伯
郁
郎
氏
、
そ
の
資
料
を
委
ね
ら
れ
て
保
管
・

整
理
さ
れ
て
き
た
佐
伯
研
二
氏
、
そ
の
存
在
を
発
見
・
公
表
さ
れ
た
故
村
山
龍
氏
に
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
特
に
村
山
氏
に
は
心
よ
り
そ
の
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。

注１　

�「
佐
伯
郁
郎
旧
蔵
資
料
」
は
、
現
在
、
佐
伯
郁
郎
の
親
族
で
あ
る
佐
伯
研
二
氏
が
管
理
す　
　

る
「
人
首
文
庫
」（
岩
手
県
奥
州
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

２　

�

金
ヨ
ン
ロ
ン
・
尾
崎
名
津
子
・
十
重
田
裕
一
編
『「
言
論
統
制
」
の
近
代
を
問
い
な
お
す�

　

検
閲
が
文
学
と
出
版
に
も
た
ら
し
た
も
の
』
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
、
三
八
～
一
〇
〇
頁
。

３　

�

村
山
論
文
の
末
尾
に
、「
資
料
３
「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」
改
稿
過
程
一　
　

覧
」
と
し
て
示
さ
れ
た
表
に
よ
り
、
全
文
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、　　

こ
の
表
に
は
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
誤
り
が
あ
る
。

４　

�

滑
川
道
夫
『
日
本
児
童
文
学
の
軌
跡
』
理
論
社
、
一
九
八
八
年
、
一
五
八
頁
。

５　

�

な
お
、
宮
本
大
人
は
、
同
様
に
当
時
の
資
料
を
精
査
し
た
上
で
、「
正
式
の
表
題
が
無
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
な
が
ら
、
便
宜
上
「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」
を
採

用
し
て
い
る
（
宮
本
大
人
「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」
鳥
越
信
編
『
は
じ
め
て

学
ぶ
日
本
の
絵
本
史
Ⅱ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
三
五
五
頁
）。

６　

�

前
掲
２
、五
七
頁
。

７　

�「
幼
少
年
少
女
雑
誌
改
善
に
関
す
る
答
申
案
」『
出
版
警
察
資
料
』
第
三
二
号
、
内
務
省
警
保

局
図
書
課
、
発
行
年
月
不
明
、
七
二
頁
。

８　

�

浅
岡
靖
央
「〈
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
内
務
省
指
示
要
綱
〉
の
成
立
─
「
幼
少
年
少
女
雑

誌
改
善
に
関
す
る
答
申
案
」
と
の
照
合
─
」『
児
童
文
学
研
究
』
第
二
七
号
、
日
本
児
童
文

学
学
会
、
一
九
九
四
年
、
一
〇
四
頁
。

９　

�

佐
伯
郁
郎
「
児
童
図
書
出
版
政
策
（
私
見
）」
教
育
科
学
研
究
会
編
『
児
童
文
化　

上
』
西

村
書
店
、
一
九
四
一
年
、
七
二
頁
。
同
「
日
本
少
国
民
文
化
協
会
の
設
立
ま
で
」『
新
児
童

文
化　

第
四
冊
』
有
光
社
、
一
九
四
二
年
、
二
三
七
頁
。

10　

�

な
お
、
村
山
龍
は
、
前
掲
３
の
「
資
料
３
「
児
童
読
物
改
善
ニ
関
ス
ル
指
示
要
綱
」
改
稿
過

程
一
覧
」
に
お
い
て
、
な
ぜ
か
該
当
す
る
箇
所
を
「
空
想
的
」
と
記
し
て
い
る
（
前
掲
二
、 

九
四
頁
）。
単
な
る
見
落
と
し
か
と
思
え
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
村
山
氏
は
二
〇
二
〇
年
四

月
に
急
逝
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。




